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●食の安全・安心に貢献します
●環境負荷の低減を追求します
●お客様の立場に立って、価値ある
技術、製品、サービスを提供します

●CSR活動を推進し、全てのステークホ
ルダーから信頼される会社になる
●業界トップの品質、コスト競争力を実
現し、価値ある技術、製品、サービスを
提供し続けることにより、顧客から信
頼される戦略パートナーとなる
●健康で安全な職場環境を構築し、働く
喜びと挑戦意欲に満ちた元気な会社
になる

人と社会と地球に
やさしい飲料容器の
提供
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　本年は、地震、豪雨、台風など大きな自然災害が続き被害が発生しま
した。犠牲になられた方のご冥福をお祈り申し上げますとともに、被害に
遭われた皆様には心からお見舞い申し上げます。
　さて、弊社CSR報告書も、本号で12冊目になりました。ステークホル
ダーの皆様に当社の現状を1年ごとにご報告申し上げ、さまざまなご意
見を頂戴するとともに、当事者でもある社員一人ひとりが、会社の全体
像を把握し、自らの行動や会社との関わりを振り返ってみるためにも、よ
いきっかけになる冊子だと思っております。今回から、皆様にとってより
親しみやすいものとなることを期待して、当社の合言葉である「Can For 
You！」をタイトルとし、内容につきましても一部刷新いたしました。ご一読
のうえ率直なご意見を賜れば幸いです。
　最初に、本年2月、飲料用アルミ缶の取引に関し、独占禁止法違反
の疑いがあるとして公正取引委員会の立入検査を受けたことにつきまし
て、ステークホルダーの皆様に多大なるご心配とご迷惑をおかけいたしま
したことを、深くお詫び申し上げます。当社といたしましては、公正取引委
員会の調査に全面的に協力しているところであり、同委員会の結論を
待ってしかるべく対応をしてまいりますが、いずれにいたしましても、今後
かかる疑義を招くことのないよう、しっかりと社内のガバナンス体制強化
に努めてまいる所存であります。
　当社は、かねてから「人と社会と地球にやさしい飲料容器の提供」を
企業理念として掲げ、また現在取り組んでおります中期経営戦略では、
「ユニ缶でよかったね」を全社員の合言葉にしております。これは取りも
直さず、本業である飲料用アルミ缶の製造・販売を通じて、企業としての
持続的な発展を遂げることで全てのステークホルダーの皆様の期待に
応えていきたい、との決意にほかなりません。これを実現するためには、私
を含めた社員一人ひとりの考えや行動、そして、お客様をはじめ全てのス
テークホルダーの皆様との関係を、つねに目の前の鏡に映し出し、少し
の曇りもないことを確認していかなければなりません。姿かたちは明瞭に
映っていたとしても、周辺や背景に、たとえ小さくとも曇りや綻びが見える
のであれば、それを一つずつ丁寧に是正し、事業全体の透明性を確保し
ながら、全てのステークホルダーの皆様に当社事業を高く評価していた
だけるよう、今後とも精進してまいります。
　当社事業が身を置く飲料市場では、人口動態の変化や消費者の好
みの多様化はもちろんのこと、税制改正などの政策の変更や、時々の
天候の変化など、さまざまな条件に左右され、飲料容器の需要にもいろ
いろな変化が起きています。私たちは、こうした変化にしっかりと目を向
け、直接のお客様である飲料メーカー各社様のご要望にも的確にお応
えし、さらには新しいコンセプトもご提案しながら、適正な利益を確保して
いける強固な事業基盤をつくっていかなければなりません。

　そのためには、まずはお客様に当社の製品を優先的に選んでいただ
き、安心して使っていただくことが重要です。現在取り組んでおります中
期経営戦略の中で、当社事業の強み・特長を生かし、かつ弱みは克服
しながら、ユニ缶としての総合力を高めていきたいと考えております。中
でも、海外においても高い評価を得ている「アルミボトル」を中心に、「容
量」、「形状」、そして「軽量化」など多様なご提案ができる製缶技術と、
使用済みアルミ缶（UBC）を回収して新しいアルミ缶の原料としてリサイ
クルしている環境配慮型の事業展開を行っていることの強みを、さらに
向上させていくことが重要な課題です。
　また、事業の根底においては、製缶工程における「食の安全・安心」
の確保が不可欠であり、そうした製品をお客様に喜んでいただけるよう、
心を込め、愛情をもって製造してくれる社員を大切に育てていくことも会
社の大きな役割です。
　当社は、全工場において食品安全に関するISO22000とその発展
型であるFSSC22000、そして品質に関するISO9001というマネジメン
トシステムの認証を取得しております。これらの管理手法を継続的かつ
効果的に機能させることで、当社製品の食品安全・衛生、品質のレベル
向上に努めてまいります。
　加えて、人の育成という観点では、社員一人ひとりが、会社を信頼し、
安心して働ける安全で明るい職場環境をつくること、仕事を通じて成長
していることを実感できるような仕組みをつくることが重要であり、こうし
た取り組みも積極的に進めてまいります。
　私は、2０１７年４月の社長就任時から、「全てにおいて正直に、真摯
に、そしてポジティブに考え行動する」ことを社員一人ひとりにお願いして
きました。
　私をはじめ社員一人ひとりが、進むべき正しい道をきちんと見極めなが
ら、変化と変革を恐れることなく、何事にも情熱と信念をもって挑戦し続
けることこそが、当社のブランド力を高める王道だと考えております。
　全てのステークホルダーの皆様に、「ユニ缶でよかったね」と言ってい
ただけるように、社員一同日々努力してまいりますので、なお一層のご支
援とご協力をお願い申し上げます。
　私たちの合言葉は、変わることなく「Can For You！」です。

2018年10月

正直に、 真摯に、
そしてポジティブに。

ユニバーサル製缶株式会社
取締役社長取締役取締役取締役取締役取締締役取締役取締役社長社長社社長社長社

Eiichi Naito
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２つの源流から受け継いだ、
信頼と、誇りと、変革への挑戦と。
ユニバーサル製缶には、三菱鉱業（現：三菱マテリアル）社と、
北海製罐倉庫（現：ホッカンホールディングス）社という2つの源流があります。
どちらも、1世紀に及ぶ歴史を有する老舗企業です。
2005年、その2つの企業のアルミ缶事業を統合し、
三菱マテリアル社のグループ企業としてスタートしたユニバーサル製缶は、
2つの企業が長年にわたって培ってきた信頼と、誇りを受け継ぎました。
しかし、ユニバーサル製缶は、受け継いだものに甘んじることなく、
つねに変化･変革に挑戦し、皆様に必要とされるアルミ缶づくりを続けています。

会社概要

社 名

設 立

事業内容

資 本 金

代 表 者

従 業 員

拠 点

関係会社

ユニバーサル製缶株式会社
（英文表記 : Universal Can Corporation）

2005年10月1日

アルミ缶の製造､研究開発および販売

80億円

取締役社長　内藤 英一

900名 ※2018年３月末現在

新菱アルミテクノ株式会社

本 社

富士小山オフィス

大阪オフィス

結 城 工 場

群 馬 工 場 

富士小山工場

岐 阜 工 場 

滋 賀 工 場

岡 山 工 場

〒112-8525 東京都文京区後楽1-4-25 日教販ビル
TEL.03-3868-7470 FAX.03-3868-7467

〒410-1392 静岡県駿東郡小山町菅沼1500
TEL.0550-76-3260 FAX.0550-76-5430

〒530-6022 大阪府大阪市北区天満橋1-8-30 OAPタワー
TEL.06-6881-0851 FAX.06-6881-0852

〒307-0016 茨城県結城市新堤仲通り1-1
TEL.0296-33-3811 FAX.0296-33-0339

〒374-0047 群馬県館林市野辺町906-2
TEL.0276-74-8500 FAX.0276-74-7561

〒410-1392 静岡県駿東郡小山町菅沼1500
TEL.0550-76-3211 FAX.0550-76-5521

〒505-0006 岐阜県美濃加茂市蜂屋町下蜂屋伊瀬入会16-8
TEL.0574-26-8111 FAX.0574-26-8115

〒522-0244 滋賀県犬上郡甲良町在士古田681
TEL.0749-38-2001 FAX.0749-38-3485

〒709-0844 岡山県岡山市東区瀬戸町南方150
TEL.086-953-1511 FAX.086-953-2230
※ISO9001認証を全社で、ISO14001・ISO22000・
　FSSC22000認証、中災防OSHMS認定を全工場で
　取得しています。

コーポレートデータ 組織図
株主総会

監査役 取締役会

経営会議
経営戦略部
業務監査部
管理部 総務・人事室
経理・財務部 情報システム室※

マーケティング戦略部
営業部
カスタマーサービス部
SCM部 業務統括室 結城工場
生産統括部 生産・供給戦略室 群馬工場

富士小山工場
原料・資材調達部 岐阜工場
品質保証部※ 滋賀工場
生産技術部※ 設備エンジニアリング室 岡山工場
技術開発部※

安全環境部※

人財開発部※

※は富士小山オフィス

アルミボトル

エンボス缶

アルミ缶
（通常缶・SOT缶）
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沿革

業績など

■三菱マテリアル社　■ホッカンホールディングス社　■ユニバーサル製缶
※ ＵＢＣ:Used Beverage Can

1918
大正7年

■三菱鉱業（株）[現三菱マテリアル（株）]創立

1921
大正10年

■北海製罐倉庫（株）[現ホッカンホールディングス（株）]創立

1950
昭和25年

■集中排除法により石炭[三菱鉱業（株）]、金属[太平鉱業（株）、
　翌年三菱金属鉱業（株）に]の両部門に分離
■企業再建整備計画により北海製罐（株）設立

1972
 昭和47年

■富士小山工場（2ピース缶［ボディ・エンド］）竣工、
　飲料用アルミ缶事業に進出

1974
昭和49年

■岐阜工場竣工（2ピース缶）

1975
昭和50年

■アルミ缶回収事業に進出

1976
昭和51年

■岡山工場竣工（2ピース缶）
　（株）新菱アルミ罐回収センター[現新菱アルミテクノ（株）]創立

1977
昭和52年

■アルミ缶開発センター設置

1979
昭和54年

■館林工場竣工（2ピース缶）

1990
平成2年

■結城工場竣工（2ピース缶）

1993
平成5年

■滋賀工場竣工（2ピース缶）

2001
平成13年

■日本初のＵＢＣ（使用済みアルミ缶）－スラブ一貫処理工場が完成
　岡山工場アルミボトル製造開始

2003
平成15年

■結城工場アルミボトル製造開始

2004
平成16年

■結城工場アルミボトル製造ライン増設
　富士小山工場アルミキャップ製造開始

2005
平成17年

■三菱マテリアル社とホッカンホールディングス社の事業統合によりスタート
■会社分割により純粋持株会社へ移行

2007
平成19年

■館林工場とＳＩプラントを統合し、
　群馬工場（ボディ部門、エンド部門）に名称変更

2009
平成21年

■群馬工場（エンド部門）を北海製罐（株）に譲渡

2010
平成22年

■本社移転
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内面塗装
（ボトムスプレー） 下地印刷

（ベースコート）
（サイズコート）

乾燥 ラベル印刷

(トリミング後)

ボトム塗装

ネック成形

アルミ缶胴

内面検査
ボトム検査

乾燥

内面検査 ボトルネック成形 ２次洗浄 総合検査

アルミボトル

スムーズネック成形 外面検査 ピンホール検査

ピンホール検査

積込み・梱包

アンワインダー カップ成形 缶胴成形 トリミング 洗浄

アルミ缶胴製造ラインの概要
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（千万円）

　日本でアルミ缶が生産されるようになって、ほぼ半世紀
が過ぎました。ユニ缶のルーツは、日本におけるアルミ缶
の黎明期、70年代の初めまで遡ります。1972年、ユニバー
サル製缶（当時：三菱金属鉱業社）は、富士小山工場で、ア
ルミ２ピース缶の製造を開始しました。２ピース缶とは、DI
（Drawing & Ironing：絞り･しごき）法と呼ばれる製法で
成形するボディ（胴）と、エンド（蓋）の２つのパーツを組み
合わせる缶です。胴部と底部が一体成形でつなぎ目がな
いため、中の飲料が底から漏れにくいという利点がありま
す。アルミ缶は、飲料容器として多くの特長を備えています
が、当社が生産を開始した当時のアルミ缶には、いくつか
の課題もありました。究極の飲料容器を目指した当社は、さ
まざまな課題に技術で挑戦し、アルミ缶の機能と品質を、
つねに進化させてきました。

利便を創造し、安らぎを演出する。
　飲料は、日々の暮らしに欠かせないものですが、アルミ缶は、必要な飲

料を保存・運搬するだけのものではありません。飲料容器として安全であ

ることはもちろんですが、容器の意匠、手にしたときの感触、温かさ、冷た

さ、開けやすさ、香り、おいしさ…、それらが渾然一体となって、安らぎのひ

とときを演出する──そのような役割も担っています。

　当社は、たとえば、｢指がかりが良く開けやすいエンド｣、｢表面に凹凸を

つけ、アイキャッチ性と、手にしたときのフィット感を高めるエンボス缶｣、

｢コストと環境負荷を軽減する軽量缶｣、｢φ211胴径缶よりスリムでスタ

イリッシュなスマート缶Ⓡ｣、｢レトルト（加圧加熱殺菌）充填可能で、リシール

（再栓）できるアルミボトル｣などを提案･供給することによって、飲料容器

としてのブランド力を高めてきました。

　アルミ缶は、飲料メーカー各社様のもとで飲料が充填され、店頭や自

販機へ運ばれ、お求めになったお客様が開缶・開栓されるまで、飲料の

品質維持はもちろんのこと、その飲料にかかわるすべての人にとって、安

全で扱いやすいものであることが求められます。ユニバーサル製缶は、あ

らゆるシーンでのニーズをきめ細かく技術開発に反映させています。

アルミボトルで、再栓を可能にする。
　軽くて強度があり、無臭で衛生的、優れた耐食性、表面の美しさ、熱

伝導率が高く、冷えやすく温まりやすい、遮光性（紫外線カット）、そして

優れたリサイクル性──飲料容器として数々の特長を備えているアルミ

缶ですが、長い間、リシール機能だけはありませんでした。

　2001年、当社（当時：三菱マテリアル社）は、岡山工場で、リシールが

可能で、かつレトルト処理に対応できるアルミボトルの生産を開始しまし

た。アルミボトルとアルミキャップには、レトルト処理の際の高圧･高温とい

開缶・開栓まで。
あらゆるシーンの
ニーズを。

の取り組み

特集 1
Report of the Technology Development

｢技術開発｣

開発費推移
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内面検査機コンパウンドライナ－

製品倉庫

バランサ－

タイトラッパ－

光源

シェルプレス

検
知
機

パレタイザ－

袋 エンド

アンワインダ－

薬折機

薬折前薬折後

スリーブ

バランサ－
コンバ－ジョンプレス

ライトテスタ－内外面検査機バギング

アルミ缶蓋製造ラインの概要

防爆機能域

レトルト域  ※蒸気圧非控除

キャップ飛びリスク域 
1200

1000

800

600

400

200

0

缶内圧（kPa）
ロングスリット

ベントホール

仕様図

［ＵｎｉＡＫＲＯＳⓇ］のシートモールド製法

内圧相関図

ロングスリット：異常内圧上昇時の内圧開放   
ベントホール：開栓動作時の内圧開放

密着層がキャップに
接着していないことで！
●抵抗が少なく軽い力で開ける
ことができる。
●変形に対し密着層が追従し
密封性が高い。

隙間 密着層
接着

【ＵｎｉＡＫＲＯＳⓇ】 【従来キャップ】

断面図

う過酷な条件に耐える密封性と、落下などの衝撃に耐える丈夫さが求め

られます。さらに、開栓するときの開けやすさと、リシール後の密封性とい

う相反する条件を満たさなければなりません。これを可能にしたのが、１枚

のアルミ板からアルミボトルの複雑な形状に仕上げる高度なアルミ薄板

成形技術と、独自に開発した画期的な構造のキャップ［UniAKROSⓇ］

との組み合わせです。

　従来のアルミ缶としての特長に加えて、レトルト処理が可能で、さらに

は、開けやすさとリシール時の密封性の両立──アルミボトルの登場は、

まさにリキッド（液体）パッケージの革命でした。たとえば、缶コーヒーです。

休息時に飲み干していた飲み物から、仕事中や移動中でも飲みかけをリ

シールできる飲み物へと、楽しみ方を大きく変えました。

■レトルト飲料向けアルミキャップ
　［ＵｎｉＡＫＲＯＳⓇ］
　リシール機能を備えたアルミボトルを、レトルト飲料に適応させるアル

ミキャップ。２種類のライナー材料を用いた独自のシートモールド製法

によって、ライナー材の樹脂使用量を20%削減（［ＵｎｉＳＯＲＥＸⓇ］との

比較）しながらも、密封性と開栓性を両立させています。

■レトルト飲料向け防爆アルミキャップ
　［ＵｎｉAKROS-ＢＰⓇ］
　２次発酵などで、容器内の圧力が異常に上昇し、容器が破裂して危

害を及ぼすことを防止するアルミキャップ。｢破裂前に圧力を開放する安

全弁のような機能｣と、｢内圧開放までには至らない圧力時に開栓した

場合、キャップが飛び跳ねることを防ぐよう、即座に内圧を下げるベント

機能｣を備えています。
※２次発酵：リシール可能な容器で、飲用時に口内の酵母などがボトル内の飲料に移り、
再栓や放置で発酵が進み、同時にガスの発生によって容器の中の圧力が上がること。

軽量化で、
コストと環境負荷を減らす。
　1970年代のビール用アルミ缶の実用化、1980年代のソフトドリン

クのアルミ缶化などもあって、アルミ缶需要は右肩上がりで推移して

きました。ちなみに、2017年度の日本のアルミ缶需要量は219億缶：

335,573トン（「アルミ缶リサイクル協会」調べ）です。大量に使用される

アルミ缶にとって、軽量化は大きな課題です。アルミ缶に飲料が充填さ

れ、お求めになったお客様の手許に届くまで、複数回の輸送･配送が行

われますが、軽量化は、そのまま輸送･配送コストの軽減につながります。

　軽量化のメリットは、コスト面だけではありません。当社は、限りある資源

を効率よく使いながら、できるだけ環境負荷を低減して生産し、さらに回収

して再生産する、持続可能な循環型のビジネスを行っています。アルミ缶

の製造を開始してからほどない1975年、当社（当時：三菱金属社）は、

アルミ缶回収事業に進出。１９７６年には新菱アルミテクノ社（当時：新菱

アルミ缶罐回収センター社）を設立し、UBCリサイクルを行っています。

　軽量化の成果としては、たとえば、2011年、当時の国産最軽量ビー

ル用アルミ缶の開発が挙げられます。ビール350ml缶を従来品の12.0
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質量（g）
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500ml缶

350ml缶
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16.0
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アルミ缶胴 アルミ缶蓋

ボトムリフォーム

APEX

高強度化

縮径＆計上密度
NEO化

（製品質量g）

2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

52

10

38

18

32

13

30

19
2725

3234
2727 28

13

24

15

25
16

26

13

75

13

77

32

出願件数登録件数

アルミ缶質量の推移

ビール系飲料 350ml アルミ缶胴・アルミ缶蓋 軽量化推移

国内特許登録・出願件数の推移

［ＵｎｉＳＯＲEＸ-ＢＰⓇ］
世界初のレトルト対応防爆アルミキャップ。

［ＵｎｉＡＫＲＯＳⓇ］
密封性を担うライナー材の樹脂使用量を、［UniSOREXⓇ］に比べ20％も削減しながら
も、密封性能を大幅に向上させた、環境に配慮した高性能アルミキャップ。

［セールスプロモーション対応アルミキャップ］
密封材に発色剤を添加し、レーザーを照射することで、内側への印刷を可能にしたアルミ
キャップ。

■茶･コーヒー系飲料などの品質保持に有効な独自技術　
ヘッドスペース窒素置換装置［ＧＮ２ eｘchanger］
　当社では、充填の際、容器内残存酸素を窒素ガスに置換するアルミボトル（φ38）･
アルミ缶用のヘッドスペース窒素置換装置［ＧＮ２ eｘchanger］をお薦めしています。
茶･コーヒー系など、酸素による品質劣化が顕著な飲料に有効で、アルミボトル･アルミ
缶の充填ラインへ多くの導入実績があります。既存設備に合わせた設計で、フィラー～
キャッパー間の転送部へ設置し、最適化した装置を提供します。

■アルミ缶蓋の受賞
［２Ｗａｙ Ｓｃｏｒｅ ＥｎｄⓇ］
飲み口の大きさが２通り選べるアルミ缶の蓋。

ｇから11.5gへ約4％、500ml缶も従来品の15.5gから14.8gへ約4％

の軽量化を実現しています。

　当社は、これからも、企業理念である｢人と社会と地球にやさしい飲料

容器の提供｣のもと、安全に、おいしくお飲みいただけけて、より地球にや

さしい飲料容器をお届けし続けるために、新しい機能の開発と、さらなる

品質の向上に取り組んでいきます。

技術で、品質とコストの差別化を図る。
　当社のアルミ缶には、さまざまな工夫が凝らされています。その工夫の

多くは、独自に取得した特許技術が可能にしたものです。それらの技術

開発と普及は、国内外の権威あるパッケージングコンテストや学会の賞

を賜るなど、各方面から高い評価をいただいています。

　当社は、これからも信頼と期待に応えるため、業界トップクラスの品質と

コスト競争力を目指した技術開発に努めていきます。

■アルミキャップの受賞
［ＵｎｉＳＯＲＥＸⓇ］
２種の異なった性質を持つライナー材料の組み合わせによって、優れた開栓性と高い
機密性を併せ持つレトルト対応のアルミキャップ。

2009年
日本パッケージングコンテスト

食品包装部門賞

2009年
“The Cans of the Year Awards”
End, Caps & Closures部門

Bronze賞

2層シート（UniSOREX®）
2012年

日本パッケージングコンテスト
適正包装賞

2012年
“The Cans of the Year Awards”
End, Caps & Closures部門

Gold賞

Use1(normal)

起こす ひねる

防爆（UniSOREX-BP®）
2013年

日本パッケージングコンテスト
飲料包装部門賞

2013年
“The Cans of the Year Awards”
End, Caps & Closures部門

Silver賞

Use2(special)

シートモールド（UniAKROS®）

The Cans of the Year Awards 2016　Prototype部門Bronze受賞

置換ユニット充填ライン（イメージ図）

ガス供給ユニット（オプション）
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技術開発ヒストリー
開発のトレンド 年 アルミ缶（通常缶） アルミボトル
アルミ缶導入期 1972

昭和47年

350ml ビール用アルミ缶を米国、レイノルズ･メタル社の技術を
導入し、販売開始

環境に配慮した
容器開発 1975

昭和50年

500mlビール用アルミ缶を販売開始

1990
平成2年

タブが缶蓋から離せないような構造のＳＯＴ［ステイ･オン･タブ］を
販売開始

アルミ缶市場拡大と
ともに、差別化と
コストダウン

1994
平成6年

φ204口径に小口径化したビール仕様缶胴･缶蓋を販売開始

1999
平成11年

φ204径蓋ＬＯＥ（ラージ・オープン・エンド）化

2001
平成13年

エンボス缶を販売開始 アルミボトル410Ｂを販売開始

アルミボトルの
導入･拡大 2002

平成14年

アルミボトル310Ｂを販売開始

2003
平成15年

レトルト対応アルミボトルを販売開始

2004
平成16年

アルミキャップの生産開始

2005
平成17年

ユニバーサル製缶の発足

ミルク入りコーヒーにアルミボトルが採用される

2007
平成19年

流通ピンホール対策缶［ＡＰＥＸ ＣＡＮⓇ］を販売開始 レトルト仕様アルミキャップ［ＵｎｉＳＯＲＥＸⓇ］を販売開始

印刷の差別化 2008
平成20年

レーザー製版技術［UNILESⓇ］を使用した印刷缶を販売開始
350ml［ＡＰＥＸⅡⓇ］を開発

2009
平成21年

［ＵｎｉＳＯＲＥＸⓇ］が〈日本パッケージコンテスト〉で食品包装部門
賞を、海外では〈The Cans of the YEAR Awards 2009〉で
〈クロージャー部門 ブロンズ賞〉を受賞

軽量化による
コストダウン 2011

平成23年

軽量缶［ＡＰＥＸⅢⓇ］を販売開始
500ml［ＡＰＥＸⅡⓇ］を販売開始

開けやすい容器と、
ユニバーサルデザイン
をアルミボトルへ展開

2012
平成24年

世界初、レトルト飲料向け防爆アルミキャップ［ＵｎｉＳＯＲＥＸ-ＢＰⓇ］
を販売開始
アルミキャップ用板材のノンクロム下地処理技術
［Ｓｕｐｅｒ-ＥｃｏａｔⓇ］が〈軽金属学会 第47回 小山田記念賞〉を
受賞（三菱アルミニウム社と共同）

2013
平成25年

φ204口径ビール用薄肉蓋［ＮＥＯⓇ］を販売開始 シートモールド製法を用いたアルミキャップ［ＵｎｉＡＫＲＯＳⓇ］を
販売開始
［ＵｎｉＡＫＲＯＳⓇ］が、〈2013 日本パッケージコンテスト〉で
〈飲料包装部門賞〉を、海外では〈The Cans of the YEAR 
Awards 2013〉で〈クロージャー部門 シルバー賞〉、ならびに
〈World Star Paｃkaging Awords〉を受賞

2014
平成26年

φ204胴径355ml［スマート缶Ⓡ］を販売開始 セールスプロモーション対応アルミキャップを開発〈The Cans of the 
YEAR Awards 2014〉で〈Prototype部門 シルバー賞〉を受賞

2015
平成27年

レトルト防爆仕様アルミキャップ［ＵｎｉＡＫＲＯＳ-ＢＰⓇ］を販売開始

2016
平成28年

［２Way Score EndⓇ］が〈The Canｓ of the YEAR Awards 
2014〉で〈Prototype部門 ブロンズ賞〉を受賞

2017
平成29年

レトルト以外の飲料に適合するホットパック･後パス仕様アルミキャッ
プ［ＵｎｉＡＫＲＯＳ-ＨＰⓇ］を国内向けに販売開始



　結城工場は、かつて水運ルートの拠点都市としてにぎわい、結城紬の

本場としても知られる茨城県結城市にあります。1990年、三菱金属社

結城工場として竣工。第１ライン（アルミ缶胴350ml）の操業を開始しま

した。結城市に工場を新設したのは、日本の３割を超える人口が密集し

ていて、飲料メーカー各社様や充填工場様も多い関東地区であり、販

売拡大の供給拠点として絶好の立地だからです。

　2年後の1992年には、第２ライン（アルミ缶胴350ml）

の操業を開始しました。2003年、第１ライ

ンを、アルミボトルも製造できるように改造。

2004年には、アルミボトル専用の第３ラインを

新設し、アルミボトルの普及による需要増加に

対応して、その生産能力を高めました。

　遮光性、ガス･バリヤー性による高い｢内容

物保護性能｣、広い飲み口による｢飲みやすさ｣と｢開栓時の香り｣が特

長のアルミボトルは、主に“本格派”コーヒーの容器として支持を得て、順

調に需要を増やしていきました。当工場で生産するアルミボトルは、富士

小山工場で生産する｢外部衝撃に対する密封性能が高く、しかも、軽い

力で開栓できる｣レトルト飲料向けアルミキャップとセットで使用していた

だくことで、きわめて高い評価を受け、市場での地位を確かなものにしま

した。

　2007年、三菱マテリアル社とホッカンホールディングス社のアルミ缶

事業統合によって、ユニバーサル製缶結城工場になりました。

　当社６工場（結城、群馬、岐阜、滋賀、岡山、アルミ缶蓋とアルミキャッ

プだけを製造する富士小山）のうち、アルミボトルは岡山工場と結城工

場で製造していますが、関東地区という大消費地が控えている結城工

場は、2017年度実績で全社の約２/３を生産しています。ちなみに、同

年度のアルミ缶（通常缶）生産は、全社の約１/８です。

東日本エリアへ、
アルミボトルを安定供給。

の取り組み

特集 ２
Zooming in to the Plant

結城工場
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所 在 地

工場規模

生産能力
従業員数

操業形態

〒307-0016
茨城県結城市新堤仲通り１-１
ＴＥＬ.0296-３３-3811
ＦＡＸ.0296-33-0339
敷　　地　105,000m2（31,800坪）
工場建屋　27,241m2（8,250坪）
付属建屋　1,846m2（560坪）
年　　間　14億缶（58百万箱）
183名（非正規社員を含む）
※2018年4月1日現在
4班3交替制

概要 認証 ･認定取得 組織図
ISO9001 · · · · · · · · · · · · 1998年
ISO14001 · · · · · · · · · · 2001年
ISO22000 · · · · · · · · · · 2007年
FSSC22000 · · · · · · 2012年
中災防OSHMS · · · 2012年

6月認証取得
2月認証取得
6月認証取得
12月認証取得
11月認定取得

製造
ユニット

工場長

製造
グループ

生産技術
グループ

事務
グループ

業務
グループ

品質管理
グループ

A班
B班
C班
D班

事務
ユニット

品質
ユニット

　
 　
●製造ユニット･製造グループ
　2016年度、アルミボトルのさらなる需要に応えるために、第３ラインで

増産のための起業を行い、工程ごとに、設備設置･管理基準の見直し･

検証を行い、顧客認証を取得しました。投資して設備を設置しても、それ

だけで生産性が上がるわけではありません。以下のように、シフトボス（班

ごとのリーダー）を中心とした現場主導で、工程を滞らせる原因の解消を

徹底的に行うことで、ようやく日産新記録を更新し、起業の効果を発揮す

ることができたのです。

　アルミボトルならではの機能であるリシール性を完璧なものにするため

には、極めて精度の高い形状加工技術が必要です。

　そのため、〈検査機排出缶分析による品質改善〉を実施し、肩･胴部、

カール側面、ネジ部、内面などを９つのカメラでチェックする総合検査機

が排出した製品の微欠点について、シフトボスをはじめ全工程のスタッフ

が集まる〈朝１ミーティング〉などで情報を共有し、その原因がどの工程の

どこにあるかを突き止め、そのつど、速やかに対策を講じました。対策の実

作業は、仕様変更や定期点検時にタイミングよく行えるようスケジュール

を組み、可能な限り設備の稼働を停めないように配慮しました。

　工程ごとの所要時間差による生産効率の低下を解消するため、ライ

ンコントロールも見直しました。しかし、いくらコントロールのプランが完璧

でも、ひとつの工程で渋滞、もしくは停滞が生じてしまっては、ライン全体

の生産効率が低下し、プランは水泡に帰します。渋滞や停滞の原因を未

然に、あるいは初期段階で察知し、修復作業に要する設備停止時間を

可能なかぎり短くする──そのためには、間断のない点検と、素早い対

応、すなわち、きめ細かな〈保全〉が不可欠です。製造･品質管理･生産

技術グループが協力して、ＤＩ（絞り･しごき）プレスの点検や、印刷工程の

ヒューム（微細な粒子状の汚れ）発生の原因除去をはじめ、設備保全の

あり方を抜本的に見直し、長時間停止の解消に努めました。

　その結果、設備の稼働率がアップし、製品ロス減少や工程歩留まりの

向上効果も得られました。これも各工程の全スタッフを横断するコミュニ

ケーションと協力、そして、それぞれの自発的なアクションがあってこそ達

成できたものです。

　当社６工場のなかで最も東に位置する結城工場は、関東地区をはじ

めとする東日本エリアの最大の供給拠点になっており、またエリアの全

顧客の窓口機能も担っています。

〈検査機排出缶分析による品質改善〉と、
 抜本的な〈保全〉の見直しで。
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（匹／日）

2015 2016 2017

0.6

0.5

0.4

0.3

0.2

0.1

0

二種衛生管理区域　捕虫数
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対策実施
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報・連・相を密にして活動・検証を実施 ！

対策の有効性確認

そのつど是正･改善活動を行ってきました。

　しかし、モニタリングによる捕虫数は減少傾向を続けていたものの、期

待値には及ばないものでした。こうした状況を打破すべく、近年目覚まし

く進歩している調査技術を活用することにしました。専門業者と協力して

サーモグラフィーカメラを用いた外気の流入調査を行い、工場外壁のわ

ずかな隙間などから外気が流入していることを確認しました。その隙間を

塞ぐことで、虫の侵入を劇的に減少させることができたのです。

　ひと昔前と比べて、お客様の品質に対する要求が、格段に厳しいも

のになっています。品質管理は、｢便りがないのが評価のしるし｣で、達成

感を実感しにくい仕事ですが、工場見学に来られた某飲料メーカー様か

ら、〈防虫管理〉に対してお褒めの言葉をいただき、食品安全チーム一

同、日頃の地道な活動の積み重ねが報われた思いでした。お褒めの言葉をいただいた
 〈防虫管理〉の著しい効果。
●品質ユニット･品質管理グループ
　当工場は、品質マネジメントシステム（QMS）のISO9001認証と、食

品安全マネジメントシステム（FSMS）のISO22000、FSSC22000認

証を取得しています。

　FSMSのもと、具体的なフードディフェンスの取り組みとして、施錠管

理強化や品質カメラ更新などを実践しています。

　製品に混入、付着した異物を発見するための検査を徹底して行うこと

はもちろんですが、それ以前に、異物自体をシャットアウトする環境をつく

らなければなりません。最近、効果が著しかったのが〈防虫管理〉です。

虫の侵入を防ぐには、工場内を完全に密閉された空間にすればよいわ

けです。しかし、人の出入りや、材料の搬入、製品の搬出をなくすことは

できません。さらには通風口などもあり、瞬時も開放しない空間にするこ

とは不可能です。そうした条件のなかで、いかにして虫の侵入を防ぐか、　

食品安全チームを軸に、さまざまな取り組みを続けてきました。年度ごと

に、工場敷地内の緑地帯管理の計画を策定し、刈り込み、剪定、害虫

駆除などを適切なタイミングで実施しています。

　さらに、社内ルールに基づいて、外部委託している防虫の専門業者と

連携し、２カ月に１度〈食品安全チーム会議〉を開き、その専門業者によ

る防虫モニタリングの結果およびインスペクション（評価）内容を共有。
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 〈社員からのＵＢＣ回収量〉
４年連続１位を目指して。
●事務ユニット･事務グループ
　2017年度、日本のアルミ缶需要量は219億缶(335,573トン)、国内

アルミ缶リサイクル率92.5％、｢Can to Ｃａｎ｣率67.3％（「アルミ缶リサ

イクル協会」調べ）──日本のアルミ缶は、飲料容器として優れている

だけでなく、循環型社会の優等生でもあるのです。

　1975年、当社（当時：三菱金属社）は、アルミ缶回収事業に進出。同

じ三菱マテリアルグループの一員である三菱アルミニウム社との協業に

よりアルミの製缶、回収、溶解、鋳造、圧延を繰り返す｢Can to Ｃａｎ｣の

UBC（使用済みアルミ缶）一貫処理システムを構築して国内最大の処

理量を実現し、循環型社会構築のモデルになっています。

　｢人と社会と地球にやさしい飲料容器の提供｣を経営理念に掲げ、

会社全体で社員によるUBCリサイクルに取り組んでいますが、なかでも

結城工場は積極的です。当社６工場のなかで、回収量が３年連続トップ

──2015年度に、社員からの回収を含む全回収量の目標2,378kgに

対して2,559kgを回収。その後も、2016年度：2,500kg→2,646kg、

2017年度：2,650kg→2,779kgと、年度を追うごとに高くしている目

標を上回る回収量を記録しています。月単位でも目標をクリアし続け、

2018年７月の時点で24カ月連続トップの座を堅持しています。

　UBC回収を牽引しているのは、事務ユニット･事務グループのメンバー

です。スローガンが｢スキルアップ！UBC回収量アップ！｣──UBC回収

に関する事務処理だけでなく、旗振り役として、手づくりのポスターをこま

めに社内に掲出し、｢残り１週間！｣、｢目指せ１,200ｋｇ回収 !!｣や、｢ご協

力頂き、ありがとうございます !!｣と、ユーモラスなイラスト付きで呼びかけ

ています。継続的な、頻度の多いポスター掲出の効果で、｢今月、大丈夫

か？｣と回収の進捗状況を気にかけてくれる社員も増えてきています。

　社員からの回収だけでなく、周辺の工場や子供会にお願いして定期

的に回収にうかがったり、地元の祭りに回収ブースを出店するなど、地域

からの回収にも努めています。回収が目的であり、それを含めての目標設

定ではあるのですが、地域との交流がリサイクルによる省資源･省エネル

ギーの大切さをご理解いただく機会にもなっているのが、もうひとつの収

穫です。工場見学や、インターンシップを積極的に受け入れているのも、

同じ理由です。

　2018年度の回収目標は2,820kg。そのうち1,400kgが社員からの

回収目標ですが、チームは、行動目標に｢前人未踏の４年連続第１位に

向けて、チーム一丸となって取り組もう！｣を掲げ、張り切っています。

UBC回収量アップを推進する事務グループ

回収量アップのためのポスター
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コーポレートガバナンス体制

コーポレート･ガバナンス

取締役・執行役員

業務執行部門

選定

解職

選任

解任

選任

解任

選任

解任

監督 経営会議

取締役会

会
計
監
査
人

株主総会

監査役

業務監査部

CSR委員会

自覚と仕組みで、信頼に応える。
意思決定および業務執行の体制
　当社における、経営の意思決定および監督については、取締役5名

で構成される取締役会において行っています。取締役会に付議される

案件は、取締役社長、社長補佐などで構成される経営会議において十

分な事前審議を行い、意思決定の適正化を図っています。

　また、2018年4月から、安全、環境、CSR、品質などのガバナンスに関

する事項について、重要な情報が確実に取締役会に報告されるよう、

体制を一層強化しています。

　なお、当社では、業務執行を機動的、かつ適切に行うため、執行役員

制度を導入しているほか、取締役会において決定するのは、法令で取

締役会の専決事項とされるものをはじめ、取締役会規則で定める重要

な業務執行などに限り、それ以外の業務執行などの決定およびその執

行は、決裁権限に関する社内規程に基づき、経営会議、担当役員など

に委任しています。

監査体制
　当社においては、監査役による業務・会計監査、会計監査人による

会計監査および業務監査部による内部監査の三様の監査を行ってい

ます。

　監査役は、取締役の職務執行を監査し、その適正確保に努めてい

ます。

　業務監査部は、主に業務内容全般の適法性、合理性、効率性などを

内部監査し、被監査部署に対しては改善指導、フォローアップを行って

います。これらの結果については経営会議に報告しています。

　その他、三菱マテリアル社の内部監査部門による監査も受けてい

ます。

内部統制
　内部統制については、当社にとって最適なシステムを構築するよう努

めています。

　2017年度の財務報告に関する内部統制については、重要な不備

がなく「有効である」との判定をし、会計監査人からもその内容が適正で

あるとの報告を受けています。

ＣＳＲ推進体制
■ＣＳＲ委員会、ＣＳＲ活動の推進体制
　当社は、会社設立時から、企業の持続的発展に必要不可欠となるス

テークホルダーからの信頼を得るため、CSRを果たすことが重要であると

認識し、その取り組みを推進しています。

　当社のCSR活動は、不祥事・事故などの未然防止に向けたコンプラ

イアンスの強化徹底およびリスクマネジメント活動を2つの柱としていま

す。

　CSR活動を円滑、かつ適正に実施するため、2007年に職制外組織

であるCSR委員会を設置し、年３回および必要に応じて、つど開催して

います。CSR委員会の構成は、委員長を取締役社長、副委員長を管理

関係担当役員とし、その他各担当役員、部長、工場長、子会社社長お

よび子会社役員などがメンバーになっています。CSR委員会では、各年

度におけるCSR活動の方針や計画、コンプライアンス、リスクマネジメン

トに関する審議、承認、意見交換などを行っています。

　CSR委員会で決定された内容に基づく具体的なCSR活動の推進に

ついては、取締役社長をCSR責任者、各部担当役員および子会社社
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CSR推進体制 CSR委員会

CSR責任者
取締役社長

CSR管理者
各部担当役員、
子会社社長

CSR担当者
各部長、工場長、
子会社役員など

事務局
管理部総務・
人事室

オブザーバー
監査役

構成員
各部担当役員、部長・工場長など、
子会社社長、子会社役員

委員長
取締役社長

副委員長
管理関係
担当役員

信頼

期待

社会の要請

情報開示
説明責任

対話

株主

地域社会 NGO
NPO

お取引先 行政

お客様

地球環境 社員

ユニバーサル製缶 ステークホルダー

本業を通じた
社会的貢献

地球環境
への配慮

経済的責任

倫理的責任

遵法責任

経営理念の実現

『人と社会と地球にやさしい飲料容器の提供』

ユニバーサル製缶
国内危機管理規定

BCP

本　社 各工場

ユニバーサル製缶
地震版平時・初動対応マニュアル

大規模地震に対応するための
規定体系

当社のCSR

長をCSR管理者、各部長・工場長および子会社役員などをCSR担当者

とする体制を構築し、全社を挙げてCSR活動に取り組んでいます。

■コンプライアンス
　コンプライアンスは当社CSR活動の柱の一つであり、全社員のコン

プライアンスマインド向上を目指し、2017年度は以下の取り組みを行っ

ています。

［三菱マテリアルグループ企業倫理月間（毎年10月）
における啓発活動］
●社長訓示などを通じ、社員のコンプライアンスに対する意識向上に

関するメッセージを発信。

●各職場におけるCSR、コンプライアンスに関する教育を実施。

［コンプライアンス教育］
●社員のCSR意識のさらなる向上を図る目的で、全社員が年1回

CSR研修を受講するという方針のもと、各部・工場毎にCSR研修

と一体化したコンプライアンス教育を実施しています。

　また、当社では、2006年度に独自の内部通報窓口を設置して、当社

の社員などからの法令・企業倫理および人権などに関する通報・相談を

受け付ける体制を整えています。また、三菱マテリアル社が設置してい

る同様の窓口も利用可能としています。これら窓口については、上述の

CSR研修などの機会に社員に周知しています。

　これらに加えて、2018年4月から1年間、当社の全職場で全社員が

参加して、毎月1回コンプライアンスマインドの醸成および職場内コミュ

ニケーションの向上を目的とした「コンプライアンス小集団活動」を実施

しています。

■リスクマネジメント
［リスクマネジメント活動］
　リスクマネジメント活動は当社CSR活動のもう一方の柱であり、その

推進に当たっては、担当リスクの責任部署を「所管部署」（関係各部）、

実際にリスクマネジメント活動に取り組む部署を「実施部署」（各部、各

工場など）、管理部総務・人事室を事務局として、全社を挙げて取り組ん

でいます。

　所管部署は、担当リスクの洗い出し、当該リスクの発生確率、被害規

模に基づく総合評価を行い、その結果をリスク管理台帳に登録します。

　実施部署は、所管部署が作成したリスク管理台帳に基づき、洗い出

したリスクのうち必要と判断したものについて、リスクアセスメント、リスク

対策を実施しています。

　対策を実施したリスクについては、パフォーマンス評価を行って活動

の進捗状況を確認し、次年度の取り組みにつなげています。

　このように、PDCA(Plan、Do、Check、Act）サイクルを回すことで継

続的なリスク低減に努めています。

［危機管理体制］
　当社では、危機事態の発生時に関係各部が連携して迅速に対応す

ることができるよう、危機管理に関する基本規定を定めるなど体制を整

備しています。

　また、大規模地震の発生を想定して、初動対応のマニュアルを事業

所ごとに作成しているほか、その後の局面において重要業務を継続、あ

るいは早期に復旧・再開などを行えるよう、BCP（Business Continuity 

Plan：事業継続計画）を策定しています。
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品質方針および食品安全方針
●顧客のニーズと期待に応えるため、円滑なコミュニケーションを
図り、業界トップの顧客満足と信頼を得る。
●フードチェーンにおける食品安全ハザードの適切な管理を行い、
食品衛生の意識を高め、食品安全レベルの向上を図る。
●マネジメントシステムの有効的な活用および継続的改善に向け
積極的にチャレンジし、さらなる質の向上と食の安全・安心を確
保する。

　当社では、品質マネジメントシステム（QMS）のISO9001と、食品安

全マネジメントシステム（FSMS）のISO22000、FSSC22000の認証

を受けています。FSMS規格はQMSをベースにつくられていることもあ

り、共通点も多いため、2013年からはQMS・FSMSの複合審査として

運用し、効率化を図っています。

2017年度の取り組み
■ISO9001:2015への移行完了
　ISO9001は2015年に改正され、当社は2017年度の審査で移行を

完了しました。

　2015年版で新たに追加された「組織の知識」は、各組織の構成員

が持つべき知識を明確化し、永続的な企業活動ができるよう再認識す

る良い機会になりました。

■品質向上に向けて
　品質の向上を目指し、2017年度から品質改善ショートインターバルコ

ントロールテーマ活動を各工場で進めています。工場と本社が協働して

活動を行い、活動期間を短期間で区切って、改善効果の有無を確実に

把握しています。

　また、滋賀工場をはじめとして、設備の初期清掃を徹底的に行う自主保

全活動を精力的に実施しています。慢性的に汚れている場所を発見した

り、清掃しやすい工夫を加えたりすることで現場の清浄度が維持でき、結

果として品質不具合の削減効果も実感することができるようになりました。

■品質不正防止への取り組み
　2017年からの、三菱マテリアルグループの会社において発生した品

質データに関する不適切行為を受け、当社においても第三者による監

査を行った結果、人為的な不適切行為を行った事例は検出されませんで

した。

　品質管理に関する教育として、技術系2年目の社員を対象とし、

「QC7つ道具の通信教育」、「QC実技演習」、「ISO基礎教育」を行

い、データの正しい取り扱いや、QC7つ道具の活用方法を教育すること

で、底上げを行っています。

　また、マネジメントシステム教育として、管理職、チーフ、内部監査員を

対象に、毎年「マニュアル説明会」を行い、ISO規格や法規制の変更点

も含めた教育を行っています。

確かな品質で、食の安全･安心を。

岡山工場での品質改善活動

投てき機を使ったQC7つ道具の実技演習

品質保証の取り組み
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安全衛生活動の基本理念
当社は安全衛生活動の基本理念に、

「安全と健康を守ることは全てに優先する」
●災害の危険を感じたときには、
　躊躇せずに設備や行動を止める

を掲げています。この理念のもと、

「従業員の遵守事項」を厳守すること
●「しない」…………自分の身は自分で守る
●「させない」………仲間の身を守る
●「見逃さない」……職場の危険を排除する

を行動指針として、不安全行動、不安全状態の放置を許さない安全風

土を醸成しています。

2018年度 安全関係重点実施項目
　安全衛生活動をスパイラルアップさせるため、5つの重点実施項目を

設け、労働災害の撲滅に取り組んでいます。

①人のレベルアップ活動の継続推進
②安全現場力活動の実践、安全基本行動の推進
③設備、行動リスクアセスメント活動の継続推進
④安全管理体制のさらなる「質」の向上
⑤全社ゼロ災プロジェクト活動（三菱マテリアル社連携）
　Ｔ3（多発災害Ｔｏｐ3）撲滅キャンペーン

　このなかで、｢安全現場力活動の実践、安全基本行動の推進｣につ

いては、安全の原点に戻った活動として「危険に気付く力」、「正しい

行動を決める力」、「正しく行動する力」を養い、より確実なものにする

ために、

①一人ＫＹ（危険予知）の推進
②指差呼称の実践と深化
③歩行や昇降などの基本動作中の災害撲滅

に取り組んでいます。安全現場力を向上させるための重要な役目を担っ

ているのが、各工場のKYトレーナーであり、それぞれの職場で指先に魂

を込めた指差呼称の定着に向けた日々の問いかけ、ねぎらいにも努めて

います。

　また、当社では各工場と富士小山オフィスに安全指導員を配置して、

現場パトロールの中での実務担当者との緊密なコミュニケーションをは

じめ、危険予知教育、不安全行動の是正指導などに対応し、社員一丸

となった安全活動の推進を行っています。

安全指導員会議
　当社の安全の要でもある安全指導員の情報共有および指導要領の

レベル合わせを目的とした安全指導員会議を開催しています。

　この中では、さまざまな行動や考えの人がいることを前提とし、どのよう

に接していけば、｢納得したうえでの安全活動｣になるのか、といった意見

交換の機会を積極的に設け、各々の場所に持ち帰って実践しています。

　また、外部コンサルタントを活用し、パトロールとリスクアセスメントの実

習を行い、安全指導員自体の能力向上を図っています。

　たとえば、開催現場のパトロールにおけるリスクや気付きを引き出して

「見える化」することで、安全作業のさらなるスパイラルアップを目指して

います。

安全成績
　過去の実績を見ると、労働災害は2014年度まで減少傾向でしたが、
ここ数年は横ばい状態になっています。

不休業 休業

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

（災害件数）
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3

過去10年間（2008-2017）の安全成績

危険予知のポイントについての講義

パトロール風景（安全カバーの確認）

パトロール風景（定位置管理の確認）

リスクアセスメント実習

危険を排除し、自分と仲間を守る。
安全の取り組み
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「人」とのつながり

基本理念
「安全と健康を守ることは全てに優先する」
　災害の危険を感じたときには、躊躇せず設備や行動を止める

目標
「労働災害、職業性疾病“ゼロ”の達成」

スローガン
「全員が元気な姿で家に帰ろう」

基本方針
●理念である「安全と健康を守ることは全てに優先する」を基本姿勢として、労使一体となっ
て安全衛生活動に取り組む。

●全社員が労働安全衛生関係諸法令ならびに社内規定を遵守するとともに、一人ひとりが
「決められたことを必ず守る」職場風土を醸成する。
●「風通しの良い職場づくり」と「健康づくり」活動を通じて、全従業員が「心身ともに健康で明る
く働きやすい職場づくり」に努める。

●従業員一人ひとりが安全衛生に対する意識を高め、さらにその感性を磨くことで「労働災
害ゼロ」を目指す。

●従業員一人ひとりが交通規則を遵守するとともに、交通モラルを向上させ、通勤災害の撲
滅を目指す。

行動指針
不安全行動、不安全状態の放置を許さない安全風土を醸成する
●「しない」…自分の身は自分で守る 
●「させない」…仲間の身を守る

●「見逃さない」…職場の危険を排除する

「従業員の遵守事項」を厳守すること

安全衛生活動の基本方針
　三菱マテリアルグループでは、その行動規範で、「安全と健康を守るこ

とは全てに優先する」と定めていて、当社でも、安全衛生活動指針の基

本理念に掲げています。これは、｢社員の安全と健康なくしては、従業員

と家族の安定した生活や幸福が実現されず、順調な操業も望めない。

ひいては会社の発展もあり得ない｣という考えに基づくものです。

　衛生活動では、基本方針を「風通しの良い職場づくり｣と「健康づくり

活動｣を通じて、全従業員が、心身ともに健康で明るく働きやすい職場づ

くりに努める｣としています。

　上記の基本方針のもと、2017年度の全社安全衛生重点実施事項

として、産業医・看護師・事務Ｇの連携による社員サポートのため、主に

以下の項目に取り組みました。

メンタルヘルス不全者発生予防
　メンタルヘルス不全者（月末時点で１カ月以上休養している社員）の

発生を予防する取り組みとして、毎年、全社員を対象としたメンタルヘル

スケアに関する研修を実施しています。2017年度は、ラインケアを強化

するために、管理職を対象とした外部講師によるラインケア研修も実施

しました。

　このほか、継続的にさまざまな研修を実施することで、社員のセルフケ

アなどに対する理解が深まり、メンタルヘルス不全者発生予防はもとよ

り、全社員が心身ともに健康で活躍できる土壌が醸成されるものと期待

しています。

ストレスチェックの定着化
　前年度に引き続き、労働安全衛生法に則ったストレスチェックを全事

業所で実施。社員それぞれが自身のストレスに気付くきっかけをつくり、

必要に応じて医師による面談を行うなど、高ストレスと判定された社員に

ついてはフォローも行いました。今後はストレスチェックの集団分析結果

を、より働きやすい職場環境づくりに生かし、メンタルヘルス対策をさらに

強化していきます。

健康診断における有所見者のフォロー
　年に1度実施される健康診断において、各種健診項目で有所見と

判定された社員には、産業医・看護師による面談を実施しています。面

談を通じて、有所見者の意識改善を図ったり、改善方法のアドバイスを

行ったりしました。長く元気に働くためには、心身ともに健康でなければな

りません。今後も、継続して社員の健康管理に努めます。

特殊健康診断の確実な実施
　当社には、有機溶剤や特定化学物質を扱う職場などがあるため、法

令に則り、定期的に特殊健康診断を実施しています。社員の健康を守

るために、今後も、定期的に特殊健康診断を実施し、健康障害の予防

および早期発見に努めます。

安全衛生活動方針

全員が心身ともに健康な状態で。

メンタルヘルス研修で、リラクセーションを実施

健康の取り組み
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研修・教育受講者（延べ人数）機械系保全技能士2級取得人数

基本理念と基本方針
「社員の成長なくして会社の発展なし、
会社の発展なくしては社員の幸福なし」

　これが当社の人財育成の基本理念です。

　目的は、当社が持続的に発展し、アルミ缶市場におけるリーディングカ

ンパニーとして、高水準の知識・技能を備えた社員を育成することです。

●会社の発展に貢献できる人材を育成する
●常に自己研鑽と自己改革に努め、担当職務のプロフェッショナ
ルを目指す人材を育成する
●教育を通じアルミ缶事業の技術・技能の伝承を図る

以上の3つを具体的な柱としています。

　教育の基本方針は、以下の5項目です。

①教育は組織の健全な発展を図るための投資である
②教育は段階的、継続的、かつ計画性をもって行う
③教育の根底は自己啓発にあり、自ら学び取るものである
④教育の中心は「OJT」であり、日常の仕事の中にある
⑤「Off -JT」は「OJT」と自己啓発の補完である

教育体系
　階層別教育制度を採用し、職位や職能ランクに応じて受講する研修

を設定しています。管理職を対象とした研修は３段階、一般社員を対象

とした研修は9段階で構成されています。その中では、工場の技術系社

員、技術開発部・生産技術部・カスタマーサービス部に所属する社員に

対する「技術系社員研修」が7種類設定され、モノづくりの会社として社

員の技能レベル向上を図る構成になっています。

　そのほか、社員の自己啓発を支援するために、さまざまな通信教育講

座の中から、自由に選択して学習できる環境を提供しています。講座を

修了すれば会社が受講料の50％を負担する制度ですから、受講者には

経済的なメリットもあります。

　これら全ての社員教育の受講者数は年々増加しており、2017年度

は延べ716名の実績でした。

教え／教えられる文化の醸成
　上司、あるいは先輩社員が講師になり、部下や後輩に直接教育を行う

ことを積極的に推進する「教え/教えられる文化」の醸成に取り組んでい

ます。一例としては、「機械系保全技能士2級」の資格取得を目的とした

養成研修を、先輩社員が講師となり講義を行っています。先般社員は講

師を務めることで教え方を学び、受講者は教えられることで工場の機械設

備の保全に関するスキルの向上が図れます。成果として、取り組みを開始

した2015年度からは、合格者数が大幅に増加しています。

　人財の育成は、会社のためだけではなく、社員の自己実現や成長の

ためのものでもあります。これからも、社会の変化に応じたニーズを取り

入れながら、会社の発展と社員の成長に寄与できるよう、継続的な活動

を進めていきます。

研修・教育受講者（延べ人数）

階層別教育制度

保全技能士養成研修

高水準の知識・技能を習得する。

職位・職能ランクに応じた研修を受講

管理職を
対象とした研修
参事補、参事、
監事補の3段階

自己啓発のための
通信教育
社員が

自由に学びたい講座を
選択可能

一般社員研修
全社員が受講対象で、
進級に応じて9段階

技術系社員研修
7種類の研修

人財育成の取り組み
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｢社会｣とのつながり

YUKI plant

FUJI-OYAMA plant

GUNMA plant
GIFU plant

SHIGA plant

OKAYAMA plant

結城市内小学6年生の工場見学

〈子ども就学祝い〉工場見学

〈愛のＣＡＮハート運動〉寄贈品の目録を贈呈

〈太田宿中山道まつり〉UBC回収ブース

〈甲良を行くまち歩きツアー〉工場見学

〈千種学区クリーン作戦〉に参加

延べ269名の小学生を工場見学に。

社員のお子さんの小学校入学を祝って。

社員が回収したUBCの収益金で。

まつりにブースを出してUBC回収を。

まち歩きツアーのコースに工場見学を。

積極的な参加と協賛で、地域活性化を。

工場発足当時から積極的に受け入れ

ている、結城市内の小学生を対象とし

た〈工場見学〉や、高校生の〈インター

ンシップ〉── 2017年度は、小学3

年生延べ269名を受け入れました。見

毎年4月、小学校に入学した社員のお

子さんを対象に〈子ども就学祝い〉を

実施。2017年度は、3家族（4名）を

招き、工場見学や、記念品の贈呈、お

食事会を行いました。また、2017年度

2009年から実施している、社員が回収

したUBCの収益金で地元の小中学校

へ物品を寄贈する〈愛のCANハート運

動〉── 2009年7月～2018年7月の

回収総量は30,361kg。2017年度の

美濃加茂市を代表するイベント“おん

祭”のひとつ、10月開催「太田宿中山

道まつり」にブースを出し、ご家庭の

UBCを回収しています。2017年度

は、1日で通常の月間回収量の2倍以

2017年3月17日、地元の名所旧跡

を巡る「甲良を行くまち歩きツアー」の

立寄り先として〈工場見学〉を受け入

れ、町内外から約40名の方々が来工

されました。甲良町の商工会などから

３年前から参加している美化運動「千

種学区クリーン作戦」──2017年度

は、10名が参加し、社員の通勤経路

を中心に、たばこの吸い殻や空き缶な

どを回収。また、開催当初から協賛して

学後の質疑応答では、多くの質問を受

け、興味を持っていただけた手応えを

感じました。後日、学校を通じて、見学し

た小学生からのお手紙をいただき、事

務所に掲示しました。

は、地域の〈クリーンアップ活動〉、〈団

体献血〉に参加。〈手足の不自由な子

どもたちを守り育む運動〉、〈館林まつ

り／館林手筒花火大会〉にも協賛し

ました。

回収量3,429kgの収益金で、2018年

3月、「小山町立成美小学校」へホワイト

ボード（3点）など17万円相当を寄贈しま

した。これからも、社員のUBC回収量増

加を目指します。

上の300㎏超えを回収。量に応じて

抽選券を差し上げ、景品を贈呈しまし

た。回収ブースが恒例になり、年々、こ

の日のためにUBCを溜めていてくださ

る方が増えています。

の｢甲良町を代表する企業として、ツ

アーに組み込みたい｣とのお申し出に

よるもので、これも日頃から地元との

良好な関係の構築に取り組んできた

成果のひとつだと考えています。

いる７月頃開催の「千種モモ祭」には、

〈桃の種飛ばし大会〉の賞品を提供

するなど、地域の活動や行事へ積極

的に参加もしくは協賛し、地域活性化

への貢献に努めています。

結城工場

群馬工場

富士小山工場

岐阜工場

滋賀工場

岡山工場

地域の人々との交流を深めながら。
工場の取り組み
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当社の環境マネジメントシステム

｢地球］とのつながり

p 環境方針・重点取組

サイトPDCA

※4つの専門委員会
　「環境法規制管理委員会」「省エネ推進委員会」「水質管理委員会」「廃棄物削減委員会」

本社機構

専門委員会※

サイト環境委員会

a 全社環境委員会

P 前年

A 見直し

P 計画

D 実行

ワンランク上のDへ

C チェック

環境マネジメントシステム
　当社はISO14001認証取得範囲の主体を工場に絞り、「リスク低
減」と「環境負荷低減」を環境保全の2本柱に掲げ、日々活動を行って
います。環境マネジメントシステムの仕組みは、次の通りです。
　取締役社長が委員長を務める［全社環境委員会（システム図のａ）］で
全社的な方向性（ｐ）の決定や結果の評価（検討･見直し）を行います。
同時に、工場長を中心にした［サイト環境委員会（Ａ）］で工場の目的･
目標を設定し、地域の条例などに応じた独自の保全活動（Ｄ、Ｃ）を行い
ます。全社で取り組むべき重点項目については、環境方針の中で重点
取り組みテーマとして明記し、［専門委員会］を設置して活動しています。

ルールをデータベース化して管理強化
■環境関連法令の遵守
［環境法規制データベース］
　関連するあらゆる環境法令、条例、地域協定などを、各サイト毎にデー
タベース化し、その管理強化を図っています。

［e-廃棄物管理システム］
　「廃棄物処理法」関連については、産業廃棄物の社内管理や、委託す
る産業廃棄物処理業者の管理などのさらなる強化を図るために、社内イン
トラネットを活用した〈e-廃棄物管理システム〉の構築を図っています。

省エネ推進活動
■エネルギー使用原単位削減
　製造現場では、以下を重点に取り組んでいます。
●無駄取り …待機設備のこまめな停止、エア漏れ計画保全など
●高効率化…コンプレッサ更新、各所インバータ化など
●新技術導入…ヒートポンプの活用など

　また、年２回の全社的な［省エネ推進委員会］で各サイト間の｢情報共
有と水平展開｣を図った結果、この５年間のエネルギー使用原単位は平
均1.1％削減で推移しています。

■輸送エネルギー削減
　2017年度は、平均輸送距離の短縮などによって、経済産業省が指定
する「特定荷主」の努力義務である｢５年平均１％削減｣を達成しました。

水質管理活動 
■流出防止対策 
　各工場、排水処理場の日々の工程管理および末端での流出防止に
よって、2012年度以降、｢外部流出事故ゼロ｣を継続しています。

■発生源リスク対策
　流出事故の可能性に繋がる発生源リスクの抑制に注力しています。製
造工程に使用する油、薬品、塗料などの供給設備についても、敷地内の
わずかな漏れも撲滅するよう、取り組んでいます。

廃棄物削減活動
■廃油、汚泥の発生抑制
　当社全体の廃棄物の約7割を占める、アルミ缶成形時の使用済み
クーラント（潤滑油）と、成形時の缶を洗浄した水の排水処理場から出る
汚泥の削減に注力し、｢廃棄物原単位１％／年 削減｣を目指します。

■有価物化の推進
　現在、有価物の効率的分類の促進および工場間横並びの比較に
〈e-廃棄物管理システム〉を活用し、さらなる有価物化率向上を図りま
す。

PDCAを回して、継続的な改善を。
環境マネジメント
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｢地球｣とのつながり

総エネルギー使用量

ＣＯ2実排出量 廃棄物発生量 指定化学物質の排出･移動量

大気･水域への排出

原材料投入量 水使用量
原油計算で
約7.8万ｋｌ

調整後
161,745トン

うち、再生利用量
5,850トン

2017年度、原単位は5年平均1％減を達成。今後
も、重点取り組み項目として、｢エネルギー原単位
1％削減/年｣を目標に取り組んでいきます。

今後も、｢省エネ＝CO2削減｣として取り組んでいき
ます。

フィルター･プレス更新による汚泥含有率の低減
や、遠心分離装置およびUF膜装置導入による分
離後の油の有価物化に取り組んでいます。

今後も、法令に則り、しっかり管理していきます。

工場では、法令に定められた排出基準より厳しい自主管
理基準を設け、その遵守に努めています。

循環型社会の構築に寄与するために、再生材の使
用を継続していきます。

使用量については対前年度で若干の削減となりま
した。原単位はここ数年横ばいであり、今後は再利
用などの技術導入による原単位削減を目指します。

製造ラインの稼働に使う電力、製品に使うガス
など。

概ね電力起因70％、ガス起因30％の割合で
排出。

大半は、汚泥、廃油など。
「特定化学物質の環境への排出量等の把握等および管理の
改善の促進に関する法律」で定められた〈ＰＲＴＲ：化学物
質排出移動量届出制度〉に基づいて届出を行う対象物質。

製品の乾燥や洗浄に伴って発生する水
やガスの含有物質。

製品の原料になるアルミコイルや塗料など。ア
ルミ･コイルは、約10万トン使用していますが、
その約60％は再生材です。

製品を洗浄する水など。

30.4億ＭＪ

163,556トン 6,549トン

12.3万トン 187万m3（ ）

（ ） （ ） 31トン 35トン電力会社の排出権取引後の
排出係数を反映した数字。

［大気･水域へ排出］

［大気への排出］

［移動量］

［水域への排出］
SOx 
NOx
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物質フロー
　モノづくりには、多くの資源・エネルギーを消費し、さまざまな副産物や廃棄物を排出するという側面があります。当社は、限りある資源を大切に使うこ

と（INPUTの削減・有効利用）と、地球環境の保全に貢献すること（OUTPUTの削減・管理）を念頭に置き、コンプライアンスを遵守し、アルミ缶製造

メーカーとしての特長を活かした環境負荷低減に取り組んでいきます。

 ｢省｣と｢再｣は、モノづくりの責務。
アルミ缶製造の環境負荷
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回収
溶解

鋳造

圧延

製缶

充填

飲料メーカー様

解砕・選別 焙焼
回収センター

新菱アルミテクノ社

三菱アルミニウム社

ユニバーサル製缶

グループ全体で取り組む
ＵＢC回収活動
■アルミ缶リサイクルの特長
　アルミ缶は、リサイクルにおいて優れた特長を持っています。

●リサイクルによる省エネルギー
　再生材製造に要するエネルギーは、新地金製造の3％です。

●クローズドループリサイクル
　品質を落とすことなく、何度でも同じアルミ缶に生まれ変わります。

■｢チャレンジＲ｣活動でＵＢC回収大幅増
　当社をはじめ三菱マテリアルグループは、グループ全体で積極的に

UBC回収活動に取り組んでいます。新規回収先の開拓および回収

ルートの維持管理は、関係会社の新菱アルミテクノ社を通じて実施して

います。

　当社内では、本社、大阪オフィス、各工場で収集場所を決め、社内設

置の自動販売機で発生し分別したUBCや、社員が家庭から持ち寄った

UBCを回収しています。

　2015年度から全社でチャレンジ精神で前進することを柱とした｢チャ

レンジＲ｣活動を開始し、UBC回収の大幅な増量を実現しました。2017

年度も、大幅増を果たしたそれまでの活動とその成果を維持した結果に

なっています。

　UBCで得た収益については、継続して地域への寄付に活用するな

ど、地域とのつながりにも貢献しています。

一貫処理による
環境負荷の低いアルミ地金再生
■再生材使用率、約60％
　環境負荷の低い再生材を約60％使用すること

で、ボーキサイト資源の節約と省エネルギー、そして地

球温暖化防止に貢献しています。
※ 再生材＝再生地金（UBC由来）＋製缶工程スクラップ

■一貫処理で、ＣＯ2排出30％減
　三菱マテリアルグループの一員として、三菱アルミ

ニウム社と協力し、｢UBC→溶解→鋳造→圧延→ア

ルミ缶コイル材｣の一貫処理を行うアルミ地金再生シ

ステムを確立。再生利用までの工程数削減や、途中

の輸送負荷軽減などによって、一般的な処理と比

べ、CO2排出量30％減という環境負荷の低いアル

ミ地金再生を実現しています。

国内で消費された
アルミ缶のリサイクル実績
■高いリサイクル率（再生利用量／国内消費量） 
この5年間のリサイクル率は、

［'13年度］83.8％→［'14］87.4％→［'15］90.1％→

［'16］92.4％→［'17］92.5％です。
※2015年度から、アルミくずの輸出量に占めるUBC量が輸出通関統計量として把握
できるようになったため、再生利用量に輸出量を含めて算出されています。（「アルミ缶
リサイクル協会」調べ）

環境ラベル タイプⅢ 
 「エコリーフ」を取得
■環境負荷低減にも、ＬＣＡの手法を活用
　当社は、LCA（ライフサイクルアセスメント：製品の生涯の環境影響

評価）の手法を活用し、国および第三者機関が定める環境ラベル タイ

プⅢ「エコリーフ」を取得しています。「エコリーフ」とは、製品の生涯（ライ

フサイクル）の環境影響を数値化し、消費者が環境負荷の低い製品を

選ぶための情報として開示する仕組みです。当社では、情報開示にとど

まらず、環境負荷低減の取り組みにおいても、このLCA手法の活用を進

めています。
※当社は、環境方針に掲げている再生材の積極的使用（缶胴材の使用比率50％
キープ）の妥当性を、第三者［LCAクリティカルレビュー］によって検証しています。

 〈チャレンジＲ〉でＵＢC回収大幅増。

三菱マテリアルグループ
UBC一貫リサイクル事業

環境にやさしいアルミ缶



本報告書に関して、ご意見、またはお問い合わせがございましたら、
下記へご連絡くださいますよう、お願いいたします。
■管理部 総務･人事室：TEL.03-3868-7470 FAX.03-3868-7467

■安 全 環 境 部：ＴＥＬ.0550-76-3468 ＦＡＸ.0550-76-6270

■Ｍａｉｌ：ｍｌ-ｃｓｒ-ｉｎｆｏ@ｍｍｃ.ｃｏ.ｊｐ

名称：インフィニティ･コクーン
デザインの基盤となっているコンセプトは、

二つの要素の融合により、新しい｢何か｣が生まれる形を表現したものです。

二つの要素は、二つの会社であったり、異なった技術や人でもあります。

今まで交わることのなかったもの同士が融合することにより、

まったく新しい世界のＵ

（Ｕｎｉｖｅｒｓe／宇宙・Ｕｎｉｑｕｅ／独創性・

Ｕｓｅｆｕｌ／有能・Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ Ｄｅｓｉｇｎ／ユニバーサルデザイン・

Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ Ｃａｎ／ユニバーサル製缶）

が生まれるイメージを表しています。

本社：〒112-8525 東京都文京区後楽１-４-２５ 日教販ビル
TEL.03-3868-7470　FAX.03-3868-7467
ホームページ：ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｕｎｉｃａｎ.ｃｏ.ｊｐ

※ご報告の対象期間は、主に2017年度（2017年４月～2018年３月末）です。
※ご報告以外の、将来の予測･予想･計画などについては、事業環境の変化などによって影響を受ける場合が
あります。
※表紙：結城工場の社員
※本報告書は、環境に配慮し、適切に管理された森林
からの製品「FSCR 認証紙」、揮発性有機溶剤の代
わりに植物油を使用した「ノン VOC インキ」、印刷
工程で有害な廃液を出さない「水なし印刷方式」を
採用しています。

岐阜工場
群馬工場

結城工場滋賀工場

本社岡山工場

富士小山工場

大阪オフィス 富士小山オフィス


